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はじめに

この調査は，さきに気象庁地震課か白示された「地震

予知のための予備調査]に相当するも、のである.調査に

ついての基準ならびに要領は，全国的な統一調査の方法

として，測候時報第26巻第9，号 (1959，9)の趣旨に従

って実施した.

長崎で正式に地震観測を開始したのは， 1913年(大2)

4月1日で，当時はグレイ・ミノレン式普通地震計，今村

式強震計，大森式地動計，大森式微動計， ，中村式微動計

等の地震計で観測されていた.この調査に用いたウイー

へがト式地震計は， 1926年(大15).6月から観測を開始し，

1962年(昭37)3月の61型直視式電磁地震計が設置される

まで続けられた.この間1945年(昭20)8月9日には原子

爆弾によって使用不能となり， 1947年(昭22)12月まで

は観測を中止してU、る

なお1956年(昭31) 8月には，国際地球観測年の地震

観測を担当するために， 57型光学式電磁地震計が設置さ

れ3 現在も観測を続けているJこの観測結果も一部調査

資料として用いた.

地震観測室の位置は， 旧長崎測候所(大浦元町， 32。

44.0'~ ， 129052.5'E，海抜130.6m，岩盤-火山粉砕岩)

から， 1956年(昭31) 3月現在の長崎海洋気象台(南山

手町， 32043.9'~ ， 129052..2'E， 海抜24.7m，岩盤-

火山角磯岩)に移転された

長崎における地震観測の経緯および立地条件について

の詳細は，験震時報第28巻等4号 (1964，3)の「長崎

付近の地震についての調査」を参照された，い.

以下気象庁地震課から提示された， A， B，C調査につ

いて，次の項目別に調査結果を報告する.

I 地震記象型からみた地震活動域について

E 初動方向からみた地震活動域についで

園地震活動域と走時について

これらの調査の対象にした地震は， 日本付近のすべて
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の地震で，震源地，深さ，発震時等はすべて気象庁地震

月報および地震月報別冊 1を参照した.また長崎の資料

はi記象紙および地震原簿を用いた.

なお長崎におけるウ式地震計の観測は， 1962年(昭37)

3月で廃止となったので，一部不十分と考えられた資料

も参考ピして検討を加え，ワ式地震計による地震観測の

総括報告ともしたい.

1. ..地震言E象型からみた地震活動域について

この調査は，長崎で観測された地震記象型の特徴を調

べ，どの記象型がどの地域に起りやすし、かを検討したも

である

調査の期間は， 1926年(大15)から1962年(昭37) 3 

月までの約37年間とじ，ワ式地震計の記象紙を用いた.

この調査期間中の地震計の定数は，長期間であったた

め検定値にかなりの差があった.地震計の性能詰よび作

動状況を知る目安として，第 1表には調査期間中のだい

たいの平均値としての定数を示した.

~ 1 深い地震について

1. 調査の方法と資料

震源の深さ 100km以上を深い地震として調査した.

この調査の対象となった地震の数は少なく，そのうえに

上下動成分の記象不良が多かった.前に述べたように，

今後長崎ではワ式による地震資料は得られないため，水

平成分の記象が明りようなものは，一部水平成分のみの

資料も用いるζとlごした.どれらの中から基準ωに合っ

た45個の資料を送び出し，いくつかの類似記象型に分類

した.

南北動

東西動

上下動
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24 験震時報 30巻 1号

A型. 1960年(昭35)3月4日12時53分.大隈半島
沖.震度O.30.9N， 130.7E. h 140km. P--S 24.68 
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B型.1951年(昭26)3月6日05時12分.庵美大島
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D型. 1931年(昭6)6月30日01時43分.熊野灘.
震度O.32.9N， 136.8E. h 350km. P--S 70.1s 
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E型.，1960年(昭35)10月8日14時53分= 日本海北
西部，震度O.40N， 130E. h 650km. P--S 1m30. 7s 
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F型. 1935年(昭10)5月31日17時19分. 日本海中
部.震度O. 38.5N， 133.8E. h 450km. P--S 1m 

23.08 
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G型. 1950年(昭25)2月28日19時21分.オホーッ
ク海南部.震度O.46.0N、143.8E.h 320km. P--S 
3m 07.2s 

第 1図 深ド地震の各記象型の実物j

2. 記象型の分類

深い地震の震源地は，特定の地域に限定された.記象

型の分類に当っては，P相と S相の特徴を主眼にして

検討し，PからSまでの振幅，ノ F相と S相の振幅およ

び周期の対比，振幅の減衰状態，P--S，その他の相の

出現等に着目して行なった.こうして分類した結果， A， 

B，C，P;E，F，Gの7種類に区分できた.第 1図には，

それぞれの記象型の実例を示す.図中各記象型に示した

成分の方向は，地震計の位置を移転じた1956年(昭31)3 

月以前とその以降で異なっている.すなわち旧長崎測候

所当時の記象紙は，記録紙そのま〉の方向E-W，S-

N， D-Uの順に，現在の地震計室で観測した記録紙の

方向はN-S，E-'--W， U-Dの順に示した.

3. 調査結果

長崎で観測された深い地震 (>100km)の震源域は，

九州南方海域，中部地方および近畿地方，本州南方海

域， 日本海，オホーツク海域および千島列島南部に大別、

される..これらの地震を第 1図で、分類した記象型のグル

ープ別にして，震央をプロットすると第2図のようにな

る.また記象型の特徴，深さの範囲等について，分類し

た地震を集約して第2表に示ーした.

(ア) 九州南部および九州南方海域

震源の深さは 100--250kmで，深い地震としては比較

-的に浅い震源域である.この震源域ではく 100kmの地

震がかなり多く， > 100kmの地震は発生回数が割合に

少ない.記象型分類は第 1，2図，第2表に示したよう
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長崎の観測資料からみlた地質活動域について一一坂本琢磨 25 

に， A， B型に区別した.

A型:震源域は九州本土に近く}震源の深さは 100-

150kmである.この記象型は次の頃で述べる同地域の

深さく 100kmの記象型とも類似し， 特に深い地震の特

徴は少ない.

o A 
(!) B ，・ C
@ 0 
A E 
L::. F 

X G 
令長崎

30 

140 

第2園 深い地震の各記象型の分布と地域区分

B型:深い地震ゐ記象型を示す.震源域はA型よりも

南方海域となり，深さは200-250kmで次第に深くなっ

ている.

(イ) 中部地方および近畿地方

日本海から太平洋にのびる深い地震帯の一環した震源

域である.記象型は深い地震の典型的な特徴を示す

C型:この型に類似した地震は，遠州灘，中部地方，

近畿地方がそめ震源域となふている. 震源の深さは 250

-350kmでや〉深い. このグノレープの対象となった資

料は少なく，次に示すD型にも顕著な記象資料が少なか

ったため， C型と D型の境界には多少の疑問があった

(ワ) 本州南方海域

小笠原諸島から本州南岸の深い震源域で調査の対象と

なった地震の深さは300-500kmでや〉深い.記象型は

深い地震の一般の型を示す.

D型:明りぷうな記象の特徴はない.この型の震源域

は本州南方全域にわたっている

(ヱ) 日本海全域

広範囲な震源域であるが，調査の対象となった地震は

9個で震央は全域に散在している.全般に深い震源域で

第 2表 深い地震の各記象型分類

~ . rh lll-t n 1 P~S 1深さ|
分類型|震央地名 isec l km l ， 記象型の特徴

Oα | 12却O一30110ωO一15悶目久島近海開沖1~，，' "" 1. "" . 1 ，"，，1 P， S山…S叫内宇相…日
宮崎県北部 1 - 1-- --1までの振幅に比べてきわめて大きい.S相の減衰は早い

| lι鞍誌;叩 | | (r悶η吋目13ωO一6ωo1200一2お50α
屋久島近海 1 - _. 1--- ---1に小さく減衰はややおそい.

lzIl灘京都目 1~~ ~;... I~~~ ~~J P，山肌うで山2りの振ffuS相は 2段に1 65-80 1250-3501 
奈良，岐阜，滋賀県付近1~- --1--- ---1振幅が大きくなることが多く減衰はややおそい.

1，. ，，，......... i__'.'-" --A' I."̂ ， ~J^"" ~^J 一般にみられる深い地震の型• P， S相とも明りょうだが減衰は早
D 1本州南方海域 。170-1201300-5001l' ，/ '" ，"/. ，~." |く表面波が長く続く

P相の立ち上がりはやや明りょうだが，Pから Sまでの振幅は全

E I日本海北西部 • 1 80-1201500-6501体に短周期で小さい.S相は明りょうで P相に比ベセ振幅はきわ

めて大きく減衰はややおそい.

I~ . 白 1 ̂̂ 1 ~^L^^ ，，"...:1 P， S相の立ち上がりは明りょう.振幅は全体に小さく特に S相のF.I日本海北部および中部180ー 1501300-4501
| . 1 振幅はP相に比べて小さい.S相のあとには小振幅が長く続ぐ

GI千島列島南部 1180-230Iioo-3201 P， S相とも明りょう 遠地にみられる普通の型で慨はおそい1 ' ~/ .~".~，. 1180-2301100-3201 
|オホーック海南部 1- --I、戸 |一般に地震の規模の割に振幅が大きい.
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26 験震時報 30巻 1号

特に日本海の北西部では 500-650kmで，深い地震の顕 実例を第3図に示す.各成分の方向時，深い地震の場合

著な記象型を示す・ ー ' と同様に示した.

E型:前述した深発地震の明りような型. 、 3. 調査結果

F型 :E型以外の日本海の記象型で，特徴は顕著でな (ア) A型:この型は長崎に最も近い雲仙岳周辺の震

い.震源域の深さは 350-450kmで、E型の深さよりや〉 源域に多い..B型とやや類似する点もあったが，実際現

浅い. 業面に利用する場合 P-Sで直感して区分できる分類

(オ)オホーツク海および千島列島南部 とするためB型と区別した

遠地地震で記象型の特性を検討することは困難であっ Al型:前述した震源域で、規模の小さい地震はほとん

た.また，比較できる遠地の震源域もなかったため，こ。 どこの型に類似する

の震源域を代表する記象型として示すことにした A2型:顕著な地震の記象型で，C2型(宮崎県沖)と

G型:この震源域は，深い地震としては全般に浅い. も類似したが，震源地が長崎に近く特殊な型を示す地震

したがってこの地域の深さく 100kffiの地震の記象型を として区別した.

区分することも困難であったイ)B型:この型の地震は，長崎県および宮崎県を

4. 考察 l ・ 除く九州一円，および瀬戸内海西部に分布している.こ

資料が十分でなく確定的な結論はできない.ここには の地域の地震は調査の対象となる資料が多かったので，

他の調査結果も参考にーした地域的な考察を述べる.

(ア) 長崎で観測されたおもな深い地震 (>100km) 

は，第2図に示したような地域に限定される

(イ) 深い地震 (>100km)の観測回数は.浅い地震

(く100km)に比較しでかなり少ない.

(ウ)、深い地震の明りような記象型は，震源の深さが

>200kmの近地地震 (P-S3m 以内)にみられた.

(エ) 九州南方の震源域は，九州本土から漸次南方に

深くなっている

(オ) 長崎から北東象限に当る地震は，一般に披幅が

大きくでる傾向がある.

~ 2 浅い地震について

1. 調査の方法と資料

こ〉では震源の深さく100kmの地震についで調査し

た.調査の方法は，深い地震の場合と同様に実施した.

資料は，長崎で観測したウ式地震計の記象紙で， 1926年

細分類して次の 3区分とした.

Bl型:熊本県付近の震源域に多い記象型'"('"Pから S

までの振幅が割合に大きいものをこの型の特徴とした.

B2型:この型の震源域は，コシキ島付近を主にして，

鹿児島県近海，福岡県の一部に分布 Jている.記象型の

特性は，Pから Sまで、の振幅が比較的小ない.

B3型:瀬戸内海西部および豊予海峡の震源域に現わ

れる記象型，Pの立ち上りと S相は Bl型に類似して

いるが，Pから Sまでの聞に特殊な振幅(相)が現わ

れる点で Bl型と匹別した.

(ウ) C型:最も顕著な震源域である宮崎県沖の地震

に多い記象型で，特に顕著地震は特殊な記象型を示して

いるために Cr，C2型として細区分した.

C1型:宮崎県沖に震源をもっ地震で，長崎で無感地

震程度のものは文部分がこの型に類似した.

C2型:宮崎県沖の顕著地震で，主として長崎におけ

る有感地震はこの型に層する.前述した A2型と類似す

(大15)から1962年(昭37)までの37年間を用いた.調 る点もあるが，震源域がかなり離れているため A2型と

査の対象とした地震は 194個であった. も区別して分類した.

2. 記象型の分類 エ) D型:九州南方海域と日向灘にわたる広範囲な

浅い地震(く100km)の震源域は広範囲で，近r地震 '震源域で，記象型は複雑である.細区分にはやや難点が
は調査の対象となった資料も多く，記象型の類似も複雑 あったが， Dr， D2型に集約した.

であった.記象型の分類は，深い地震(>100km)と同じ (オ) E型:特徴のある記象型で，本州西部一帯の地

観点から，それぞれの型に大別した.第3表がそれで、あ 震はこの型に示す.

る九州付近の顕著な震源域の地震については，大別し (カ) ，F型， G型， H型:遠地地震の記象を示し，各

た記象型をさらに細区分し， A (Ar， A2)， B (Br， B2' B3)， 

C (Cr， C2)， D (Dr， D2)，とし E，F，G，H の記象型を合

せて13種類に区分した.

こうして区分した浅い地震(く100km)の各記象型の

々類似する点もあったが，震源域がかなり離れているた

め，震源域別に区分してその記象型の特性を示すことに

した.
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畑!震央地名 lvlrl 記象型の特徴

A 
1 1イ O l -嗣一一く町がーのこと1島原半島，有明海 が多い.S相は明りょうで振幅は大きく減衰は早い.

車J トー1710-20 1周期一く S同幅一に比ベて極…ν
2 島県西方沖 やや顕著な地震以上にみられる.

B BEEz;有明海天草灘 14-1510 回 IRS と よ

県西方沖 きい"s相の減衰はやや早い.

J県西部熊本県 卜叶叫R吋りょうであるが…一幅は醐鹿児県の西方おび南方沖 に小さい.S相の減衰はやや早い.

型 BP宮戸崎内海西部畳間 1535l1 | o-40 「
2批判類… s同こやや明りような不明招

3 
県沖 が現われS相が不明りようになる

C 宮崎県沖
P相の立ち上がりは明りょう pからSまでの振幅はやや

C1 25-40 0-60 長い周期で複雑，S相の出現はやや不明りょう 全体は紡錘
九州南方沖 型に近く減衰はやや早い

長崎の震度E以上で顕著な地震の型.P相は急に振幅が大き

型
C2 宮崎県沖 25-30 20-40 くなり ，S相は不明.P相のはじめは A2型に類似するが減

衰はややおそい.

n 
In.1

宮崎県沖四国向 卜0--801叶
P相…りょう町駅

奄美大島近海，屋久島近海 はやや長い全体は紡錘型に近く減衰はややおそし

型 D
宮崎県沖，四国南方沖

130-80 1 0 -60 I~相は不明りょう ， S 相はやや明りょうで振幅は D 1 型より
2
奄美大島近海，屋久島近海 大きい • P， S相とも周期はやや長く減衰はおそい・

帯部西
，
巾
ノ本型pu 

140-100110-40 
1

巾不明りよ
40一10∞O印I10一4ωO | に大きくなる.S相の減衰はやや早い.

台湾付近
P 

F 型 90-150 0-40 りょうで PcP相が明りように現われることが多い.S相の
琉球列島南部 あとは減衰がおそい.

三陸沖，金華山神
P相は不明りょうで周期が短く振幅は小さい.'s相は明り

G 型 120-170 20-60 ょうで振幅が急に大きくなる.s相のあとは減衰がおそ
福島県沖，茨城県沖

U、.

千島南方，エトロフ島沖
P相はやや明りょうで周期は短く振幅はやや大きい.S相は

H 型 160-250 20-80 周期が長く減衰はおそい.一般に地震の規模の割に振幅が大
北海道および近海 きく現われる

4. 考 察 (ア) 浅い地震(く100km)の記象型は，第4図に示

以上記象型の分類には多少無理な点があって，あまり したように，だいたい震源域別に類似型を示した.

満足できる結果ではなかった.しかし各記象型と震源域 (イ) 浅い地震(く100km)の記象型は，地震の規模

の単位について，だいたいの推察は可能となった.今後 (M)によって著しく変化している

の充実した資料によって最終結論を出すことにして，こ (ウ) 九州南方沖，宮崎県沖および日向灘一帯の地震

こにはこれまでの調査の要約を述べる. は，Pから Sまでの記象が複雑で、ある・ 三れに反して

-'27-
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N 

s 
E 

W 

D 

u--ψ伽
Al型.1956年(昭31)10月12日21時46分.長崎付近.
震度ll. h 浅~ P-S 1. 58 

o 蜘州Jもん
A2型.1931年(昭6)12月21日14時47分.天草島近
海.震度目 32.6N，130.4E. h Okrn. P-S8.58 

E 

W 

s 

'N 

D~L..，，_.t..._-， 
u ，....J'I聞，"-. 

Bl型.1937年(昭12) 1月27日16時04分.熊本県中
部.震度ll. 32.8N， 130.'8E. 1). 0-10km. P-S 
10. 78 

N
一S
E

W

D
一U
B2型.1959年(昭34)10月3日05時51分.草垣島付
近.震度ll.31. 7N， 129.4E. h浅.P-S 12.58 

十叫州州仙仰い…

;ぷ
l，OtIOI4仙
ζ-4r抑制
B3型.1937年(昭12)2月27日23時42分.瀬戸内海
西部.震度O.33.8N， 132.3E. h 0 km. P-S 27.68 

C1型.1937年何百12)8月27日03時54分.鹿児島県
東方沖.震度O.31. 3N， 131.6E. h 0 km. P-S 
31. 08 

C 2型• 1941年(昭16)11月19日01時46分.宮崎県沖.
震度ill.32.6N， 132.1E. h 0-20km. P-S 28. 3s 

N' 
}一一一ーすー叫

一一一ト刊仰1川町
一一一一」一一ム』曲、.y~叫

p 

Dl型.1959年(昭34)6月2日09時47分.宮崎県南
東沖.震度O.31. 4N， 132.1E. h 20km. P-S33.3s 

- 28-
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E 

w 州川ゅ トー州市\tt\~N仙川一…

U 

D2型• 1938年(昭13)6月16日11時15分.庵美大島
近海.震度O. 27，5N， 129.4E. h 0 km.， P-S 
62.48 

E 

W 

S 

N 
D 

U 

E型• 1943年(昭18; 3 月 4 日 19~寺35分:鳥取県.

震度O.35.6N， 134.2E. h 20km， P-S 72.08 

F型

度O.
1935年(昭10)4月21日07時04分.台中.震
24.4N， ，120. 8E. h 10km. P-S 2m14.88. 

J一榊……、切"，;"l川d引叩刊叩P州4耐{仰ト川川川Fヤ一山←……'.tJ-………いい…、W叫州V吋哨H
÷十L川…、小怖

G型. 1938年(昭L3)5月23日16時18分.茨城県沖.
震度O.36.7N. 141. 4E. h 10km. ，P-S 2m 01. 58. 

ト一一一一一一一州吋川州叫川州ー
す一一叫一一一叩…吋い叫ん叩仰向吋刊一円引

哨山内ゆJい州日叫{平 一一一

H型.1952年(昭27)3月4日10時23分北海道南
東沖.震度O.42.2N， 143.9E. h 45km. P-S 3m 

30.38 

第 3‘図 浅い地震の各記象型の実例、

. 
30-

C.D 

ff  d 
時f ロロ

第4図 (1)

132 
x {t() 

30 

132 

浅い地震の各記象型の震央分布と地域区分 第4図 (2)
- 29ー
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浅い地震の各記象型の震央分布と地域区分
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長崎の南西方から北東にのび、る震源域の記象型は全般に ぐ以下電磁地震計)の観測結果も併用した・ウ式の定数

単調である・このことは「長崎付近の地震についての調 は第 1‘表に示したので，電磁式地震計の定数を第4表に

査…Jで述べた震度分布の地方性と併せて，西日本の地 示す.

下構造を究明する資料ともなろう 基準(1)に従って選び出した資料は， 179個であった.

II 初動方向わ分布による地震活動域について
第4表光学式電磁地震計の定数

~ 1 調査の方法と資料 昭35.4検定

この調査は1926年(大15)から1961年(昭36)までの 成 周
T期2 l倍率l減h

1

衰定
h
数
2 T1 36年間について実施した.資料は長崎の地震原簿に記載

s s 
されてあるもののうち，調査要領(1)に示された基準にそ 南北動 1. 00 20.0 2，400 0.87 0.94 . 
い，主として長崎から半径300km以内の観測値を用い

東西動 0.99 .19.8 2，200 1. 05 0:87 
た.調査地震の震源地名は，気象庁地震月報および同別

冊1を参照した.観測値は主としウ式によるものを用い 上下動 0.99 17.4 2. 700 1. 35 0.57 
たが， 1959年(昭34)以降の分は57型光学式電磁地震計 Tj，h! :変換器 T2， h2:検流計

第 5表地震活動域の単位

単位名 備 考

{1iZ近ト-332l~lo一刻7トト|州出官官???
2 トシキ島付近 131.7一小8G9.610--40 14111 1151作Eーの広範囲のものカら区別

4ド児一|剖8一小日0810-m|410141mollzztf-さU
5 [片協…岬附沖 |ト3却O.7ι…7下円…一-3
6 |主4以ぷムぷ道」:L近 13削2，.8ι8一叶叫4判Oイ121卜61卜8イ十l卜片7均廿5
7ぺl グ lトト防招ω叫…2.8ル…8トい一寸吋3

8 [ I T U [トトドトい一引川ι一…1けル…3ト日山一-32認2μ3h2 {れ一一410--40トい…---'40イ十十4却ペ十01十十|トト5町7イl卜川沖州4ぺ十十|卜ト6臼11卜931団E註Z主託詰;詰諜E霊盟酷2諒臨詑f需賠同G立諜5宮牢2主z:::; ? 
9 lド臥一島踊南東刺沖 lトトト2却引ι一9引ι…7ι円一」什3
1叩01一嗣叩吋吋沖イ十lト29…5ト日山叶一-30却Oイ十十ロmω29制九9.0

-30ー
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初動の押し(e)，引き(0)の垂直断面図

1926_19:30 ~_ _ 194 
KJ. '湾問 o 哲'

2耳+，

.礼吋1i帥野~か者本主1)

:11o 同孔
VII ~""I'. ..  I ...・
吋 0・lj;
50卜・ 司 l旬 3雑

7t;川和海域

第7図初動の押し (e)，引き (0)の時間的
変化傾向

(イ) 九州中部を縦断した地域で、は， 300N以北の熊

本県を中心にしたく20kmの震源域に引きの初動が集中

し，鹿児島県北部に押しの震源域がある.鹿児島県南方

沖のや〉深い震源域では，その北部に押し，南部民引き

の地震が多い.

(ウ) 大分県から山口県付近では， 20，..， 100 kmの震

源域で深さに関係なく引きの初動がや〉多い.宮崎県お

よびその東方海域では，<40kmの震源域で、押しの初動が

大部分を占める.その南方海域ではやや深い震源域とな

るが押しの初動が多い.

(エ) 九州東方海域(日向灘)では，深さく40kmの

浅い震源域で押しの初動が集中している

5. '初動の押し，引きの時間的変化の傾向

顕著な震源域である 4地域(九州北西部，コシキ島付・

近，日向灘，九州南方海域)について， 1926年(大15)

から1961年(昭36)までの初動の押し，引きの変化傾向

を調査した.第7図に横軸ピ年，縦軸に深さ (km)をと

ってその結果を示した.

6.初動の押し，引きと Magnitudeとの関係

前述した顕著な震源域である 4地域を対象にして調査

- 31-
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長崎における初動の押じ (0)，引き

(0)の分布、と単位区分ヌロ>100km

第5図

初動の・押し，引き分布

初動の押し(.)，引き (0)，別に震央の位置をプロ

ットし，地震活動域のブロック区分を図示したのが第5

図である

1.深さ >100kmで調査の対象となった地震は12個

で，その震源は九州南方に分布している.このやや深い

地震の初動は押し 8，引き 4であった.

2.深さ豆100kmの地震の平面的分布は， 九州東方

海域:こ押しが集中し，熊本県およびコシキ島付近の震源

域に引きの初動が多い.

3. 地震活動域の単位は，第5図に示す10単位を選ん

だが，単位区分には明確な条件は設けずや〉顕著な震源

域を単位とした第5表には単位区分によって，その震

源域の初動の押し引きの特性を要約して示した.

4.初動の押し，引きの立体的分布は，九州、ほ経線で

縦断し， 129. OOE-129. 90E， 130. OOE-130. 90E， 131. 

OOE-131. 90E， 132. OOE-133. OOEの4区分にして，そ

の状態を第6図に示した.

(ア) 九州西部の沿岸では， 310N以北で浅い(く 20

km)地震が多く， コシキ島付近で引き，‘長崎付近で押

しの初動が多い， また 31
0

-N以南には深い地震 (>100

km)が分布し，押じの初動を示す.

~ 2 
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第8図
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第9図 初動方向のかたより

O 初動方向が左偏する
()，初動方向のかたよりがない

@ 初動方向が右偏する

幸R 30巻 1号

した. 第8図に.は横軸に Magnitude

(km)を'とってその結果を示した.

~ 3 初動方向のかたより

を縦軸に深さ

初動の水平成分を合成して平面的方向をだし，震央に

平行移動して震央に対する初動方向のかたよりを調べて

第9図に示した.図中矢の方向は初動の向.きを，矢先の

の数は初動の大きさを 3階級 (8μ 以上は矢先が 1，20 

μ以上は矢先が 2，50μ 以上は矢先が 3)に区分して示

した.

初動方向が震央に対して右偏している震央が18個

で最も多く46%，‘左偏している震央が 14個で 36%;かi

，たよりのない震央は僅かに 7個であった.

2. 震源域別にみると，右偏している震央は宮崎県東

方沖に集っている.左偏している震央は，九州南方海域

と伊予灘付近に散在し，特に震源域とは関係がないよう

に思われる.初動方向のかfとよりのない震央は，長崎に

近い震源域，コシキ島付近，鹿児島県付近となってい

る

~ 4 調査結果と考察

t 前述したように，この項でも最終的な結論ではなく，

調査結果の要約に止める

1. 長崎で観測された 179個の資料のうち 3 初動の押

しが 117個で 65%をしめた.

2. 初動の押しが卓越する地域は，宮崎県東方沖，鹿

児県，九州南方のやや深い震源域となっている.

3. 初動の引きが多い地域は，熊本県および有明海，

コシキ島付近の震源域である

4. 初動の押し，引きの垂直的分布は，資料が十分で

なかったためか.深さとの関係は明りょうでない.調査

地域の震源の深さは，九州I~七西部が最も浅く，九州東部

および南部に次第に深くなり，九州南方では 280kmの

深さに達Lた.このやや深い震源域で.は，押しの初動が

多い.

5. 初動の押し，引きの時間的変化は，第7図に示し

たように不明りょうである.このことは調査期間が36年

間であったが，その間各震源域の地下構造(発震機構)

に大きな変化が現われていない結果と考えられる

6. 初動の押し，引きと Magnitudeの関係は;第8

図に示したように，はっきり現われなかった.

7. 初動方向の震央に対するかたよりは，宮崎県東方

沖の大部分の地震が右偏し，長崎に近い (200km以内)

地震にはかたよりが少ない.

- 32ー
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111 走時からみた地下構造について

~ 1 調査の方法と資料

1953年(昭28)以降1961年(昭36)までの9年間につ

いて，長崎から半径500km以内の地震を調査した. 資

料は長崎の地震原簿に記入され，かづ震源地が判明して

いるもので，発震時の秒位， λ，ψ，hが明りようなもの

を用いた・.また地震の深さは，気象庁が示した7階級ω

に分け， 80km以上の深い地震は対象にしなかった.

発震時は各成分にかかわらず，ePを除き 1番早い R

iPを用いた.走時の調査には地震観測法ω1の和達， 益

田の走時曲線を標準として用いた.

なお調査に用いた地震計は，ワ式を主にしたが， 1959 

i昭34)年以降の資料には電磁式地震計も併用した

~ 2 地域区分

初動の iP(0)， P(・)，を区分して各震央をプロッ

トしたのが第10図である. さらに前述した調査.1， n， 

の結果も参照して，各地震活動域を 6単位。(A，B， C， 

D，E，F)に区分じて示した.また第6表にはえ地域区

分別に次に示す走時図に用いる記号，‘震源域名，各深さ

別の調査地震数等を示した.

~ 3 走時図

長崎で観測された初動の発震時と，震源における発震

時(気象庁地震月報による)の差から走時を求めた.走

時図は第6表に示したように oくh孟20km，20< h孟
30km， 30 < h孟40km，50く h孟60km，70くh豆80

km，の各深さJjIJに作成した図中実線で示す標準走時

曲線は，和達，益田ωのものである.

第11図の 1-5は，縦軸に走時 (Sec)，横軸には気象

庁震央決定図 (1/200万)で求めた震央距離 (km)をと

り，前述した各深さJjIJfこ iP(O)，P(・)別にプロット

して，標準走時曲線と比較した.

第12図の 1......5に示す走時図は，第11図の要領で地域

別の記号で示し，走時の地域性を標準走時曲線と比較し

たものである。

1.第 11図の 1(0く h三20km)では，標準走時曲

線との偏差が，iPより Pの方がやや大きい.

2.第 11図の 2-5 (>30km)では，iP， Pによる

標準走時との差は認められない.

3.第 12図の 1(0 <h孟20km) によると，標準の

、走時より B，C，D 地域では2-3 sec早く E地域と

A 

B 

C 

D 

E 

F 

30 

134-

第10図走時調査の地域区分

iP (0)， P (・)

30 

第6表地域区分の記号および深さ別調査地震数

深 さ (km)

か2013O 140160 180 1計

O 九州北西部 1 4 23 • コシキ島付近 91- 11 - 10 。九州南方沖 31 - 2 113 5 1 23 

ム 日ー向灘一帯 8 3 1 40 

d‘ 瀬戸内海西部 1 4 11 

× その他 51- 2 7 

1 68 12 117 l' 17 110 1114 

その他の地域 (F)では 5sec以上走時がおそくなって

いる.

4.. (20< h三30km)では，標準走時より A地域では

ややおそく， D地域では 2-3 sec早や走時となった.

5. (30く h孟40km)では A地区では標準走時より

ややおそし C地区ではやや早い.

6. (50く h三五80km)のやや深い地震では，各地域と

も標準走時曲線とだいたし、致するが， C地域では偏差の

ばらつきがやや大きい.

* 4 調査結果と考察
ここに述べる調査結果は，この調査の結論とはいえな

いが，他の観測所の調査結果と総合される資料として，

一応の考察を述べる.
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一一→L1km
抑 制一一τ古 5∞

第 11図(1 ) 

20くh:>30km 

一一→L1km
v 

100 200 300 400 500 

第 11図 (2) 

30(h量40km
/. / o 

一一→L1km
200' 300 400 500 

第 11図 (3) 

O ・，/・

WM 60km 

一一一.L1km 
' ' α3 300 400 500 

第 11図 (4)

70 叫/〆

一→L1km
100 ， 200 300 400 500 

第 11図 (5)

第 11図長崎で観測した各深さ別地震の

iP' (0)， P (・)別の走時
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第 12図長崎で観測した地震の深さ別の

走時
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1. 初動の iPとPによる走時の比較では， O<h 

、三20kmの場合>3sec早いものが.iPで1，Pが3，

> 3 secおそいものが iPで2，Pが5となって，iPの

偏差がやや少いことがいえる.深さ >30kmでは iP

とPによる標準走時との差は，はっきり現われない.

2. 0くh豆20kmで震央距離がく 100kmの地震は，

、I標準の走時とよく一致したが，震央距離>200kmでは

走時のかたよりが次第に大きくなっている

3. 九州北西部 (A地域)の近い地震は大部分が浅い

もので，深さく 20kmで、は標準走時によく一致した.深

さ30-40kmの地震では， 走時がややおそくなる傾向

がある.

4. コシキ島近海 (B地域)ほとんどが深さく20km

の地震で，その走時は標準より 2sec内外早くなること

が多い.

5. 九州南方沖 (C地域)，深さく 20kmの地震は標

準走時より 3-4 sec早い傾向にあるが，深さ >40km

ではだいたい標準の走時とー致する.

6. 日向灘地域 (D地域)，深さく40kmでは標準走

時より 2-3 sec早い.深さ>50kmの地震は標準の

走時とだいたい一致している.

7. 瀬戸内海地域 (E地域)，震央距離く300kmでは，

各深さともだいたい標準走時線にのる. 震央距離>300

kmの深さく20kmでは，標準走時よりかなりおそい走

時を示す.

8. その他の地域 (F地域)，中国，近畿地方の深さ

く20kmの地震は標準走時よりかなりおそい走時を示す.

9.ι 以上の調査結果から，各震源域の地下構造の特性

を要約すると次のようである

(ア) 長崎の北東方で震央距離>300kmの地域では，

深さく 20kmに標準走時よりおそい走時となる地層があ

るように思われる.

.(ィイ) 長崎の南西方コシキ島付近には， (ア)と対称的

に深さく 20kmに標準走時より早い走時となる地層が存

在するようである.

(ウ) 顕著な震源域である日向灘付近を含み，九州全

般に深さく20kmでは標準走時よりやや早い走時を示

す地層が多い.しかし深さ >30kmの地震はだいたい

標準走時と一致する地層を示している.

おわりに

地震予知のための予備調査の全部を一応終った.気象

庁地震課の懇切な調査方針と調査要領の指導は，調査の

実施に当って非常に有効であった.またこの調査結果は，

あらゆる面で直接現業をやっていく上に参考となること

が多かった.今後もこうしtた統一された調査とその指導

をお願いしたい.

各調査項目について考察したことがらは，単に長崎の

みの資料に基づいた結果で完成されたものではない.細

部についての究明は今後の課題として残すことにする.

最後にこの調査を直接指導して下さった当台山田台長，

中島測候課長および資料の整理を一部担当された測候課

の須賀技官，本山技官に謝意を表する.
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